
ＰＩＣ１６Ｆ８８ＣＰＵのＥｘｐａｎｄｅｒ拡張ライブラリについて 

 

・拡張ライブラリを使用して、ＭＣＰ２３００８でＩＯを増やすことができました。 

・使用できるデバイスの範囲は、Ｘ８−ＸＦ、Ｘ１８−Ｘ１Ｆ、Ｘ２８−Ｘ２Ｆ、Ｘ３８−Ｘ３Ｆ、Ｘ

４８−Ｘ４Ｆです（ＣＰＵライブラリのご購入時期によりＸ３８−Ｘ３Ｆ、Ｘ４８−Ｘ４Ｆまでの変換

ができないことがあるようです。）※現在のライブラリでは改善しております。 

・ＭＣＰ２３００８を５個接続まで確認できました。 

・拡張接点を押し釦で使用することが原則のようです。 

リレーの接点を使用すると正常動作しませんでした。 

 今回、ＣＰＵの-ライブラリを修正し、リレーの接点でも正常動作するようにいたしました。 

 

 今回、動作確認で使用したラダーとＣＰＵ設定 

 

 ＭＣＰ２３００８は、アドレス設定は、０～４としています。 

（アドレス０：Ｘ８−ＸＦ，アドレス１：Ｘ１８−Ｘ１Ｆ，アドレス２：Ｘ２８−Ｘ２Ｆ， 

アドレス３：Ｘ３８−Ｘ３Ｆ，アドレス４：Ｘ４８−Ｘ４Ｆ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


